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性が残存する ζとを強調しなければならな かった彼が， 乙れを除去する手段は外か

らの矯正 以外にないと信ずるよう になったた めでもある。 さら に彼は， キリスト教

帝国の理念を描棄したが， 皇帝自身が信徒である 以上， 個人として教会を保護し統

ーする義務があると 考えたた めでもある。

以上が 本 書の所論の要綱であるが， その論拠は De civitate Dei・，De Genesi ad 

htt eram ， De d oct rina chrútian a， C ont ra Faust um をはじ め屠大な原典 により丹念

に裏打ちされて おり， 説得力をもっている。 けれども世俗化の神学という 現代的 関

心が余 り に強く表面 にですぎていて， アウグスティヌスをその時代環境から理解し

ようとする配慮を覆ってしまっているという印象を 受ける箇所も多い 。また特 に教

会論 について， 夜、蹟， 教義， 聖戦の保管者としての面が殆んど究明されていない憾

みがある。 教会をアウグスティヌスが好んで corpus Christiと呼んだのは， その構

成員の資質や社会的構成など によるのではなく， 神秘的 かっ秘践的な制度の故で‘あ

ると思われるからである。

Anne-Marie La Bonnardière: L'interprétation 
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Éphés. 5，32， dans Recherches Augustiniennes 

vol. XII-1977， p. 3-p. 45 
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さらにアウグスチヌスの 『詩篇議解』や「三位一体論』の 年代決定に関する研究

の若干の成果を Recherches de Chronologie Augustz"nienne， 1965， 190 pages にまと

めた。 βi，必.百"bfia Auguυ1St巾f均z:初-

チヌスと聖書一←一アウクグAスチヌスの 同問}時侍代とのかかわりを含めて 一一の関係lに乙関す

る論文が， Revue des .Etudes Augustini，四nes (1957， I II; 1967， XIII ;  1977， XV I I ，  

1-2 ;  1974， X X; 1976， XI， 1977， XII)や Recherches Augωtz抑制nes (1966， IV ; 1971， 

V II)その他 (J. Danielou : 献呈論文集 .EP.EKTASIS， 1972， p. 111-p. 120など)

K発表されている。

2 

ことに紹介する論文はエベソ書 5， 31-32をアウグスチヌスがその全生涯に おいて

いかに 読んだか ， とくに magnum sacramentumをどのよう に解釈したかをめぐる

考察である。 参考のため に ， エペ ソ書5，31-32の 口語訳を 日本聖書協会訳 によって

かかげて おく。

31 それゆえに人は父母を 離れてその 妻と 結ばれ， ふたりの 者は一体となるべき

である。

32 乙の奥義は大きい。 それはキリストと教会とを さしている。

ラ・ボナルデ、イエールによれば， ζの章句の解釈について， 今日コンセンサスを

見いだすことはむずかしい。 フランスの共通訳聖書 (La Bible oecuménique)の註や，

ショーヴェの 最近の論文(Louis喝Marie Chauvet， Le mariage， un sacrement p回com・

me les autres， dans La Maúon-Dùu， nO 127， 3" trimestre 1976， p. 64-10 5)は， 結

婚の中にキリストと教会との神秘的一致の 象徴が見出されるとする。 しかしモアン

によれば， (Joseph Moingt， La mariage cles chrétiens， Autonomie et mission， dans 

Recherches de science religieuse 62， 1974， p. 81-116) それは， 現実の結婚の 事態と
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一致しない。

「聖パウロはもはや結婚がキリストと教会の結合のしるしであるとはいっていな

い」とモアンはいう。

アウグスチヌスはエベソ書 5，31-32 についてど、のような 解釈を与えたのであろう

か。 この箇所 について， およそ四十をこえる註 解が残されている。 389年 にタガス

テ に戻ってから 428年， エクラヌムの ユリアヌスを論難する 最後の書物まで， その

跡を辿ることができる。 ラ・ボナルディ エールはこのテキストの引用を次の三つ に

分類する。

第 1のグループの引用はもっとも数が多く創世記， 土師記， とく に詩篇， ヨハネ

伝の章句と 関連する。 25 回の引 用 の 中 5凹のみが 5， 31の((Propter hoc relinquet 

homo patrem et matrem et adhaerebit uxori suae)) を合んでいる。

第 2のグループの引用は五つの説教 に収められるが， いづれも 5，31aを含まない。

第 3のクループの引用は， マニ教徒， グノー シス主義 者， ベ ラギウス主義 者， ド

ナチストとの論争のコンテキスト に おいてみられる。 5，31aを 含 むのは7ニ教徒を

論駁する三つのテキストのみである。

以上のよう にみるとき， アウグスチヌス に おいてとくに限定された章句の重要な

部分は次のよう になる。

(( Et erunt duo in carne una; sacramentum hoc magnum est: ego autem dico in 

Christo et in Ecclesia.)) 

そしてこの章句の中の鍵は sacramentum magnum にあると ラ・ボナルディエー

ルはみる。 ( p. 6)

ところで冒頭のEt erunt duo in carne unaは パウロ による創世記2，24Cの引用で

ある。マニ教徒は結婚の制度を神 に帰するl日約聖書のテキスト につまずいた。 (Con

tra Se口mdinum 21)すで にイタリー に おいてアウグスチヌスは聖書の霊的な 解釈を

アンプロ シウスを通して学んだが， アフリカ に帰ってから， その線 に従って創世記

註 解De Genesi・contra manichaeosを著わした。 そのII， 2 (3) に おいていう。

「すべてこのテキストはしたがって， まず， 史的な観点 によって論ぜられるべき

であり， さら に予言的な観点から論ぜられねばならない」。

そして創世記2， 24 について II， 13， (19)で
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「ここでわたくしは史的な意味をみと めなくてはならない……しかしこのすべて

は予言なのである…・・・」。

とのべ， II， 24 (7)でもそのことを繰返していることに注意しなくてはならない

とされる。 ラ・ボナルディ エールはこのようにして ， I アウグスチヌス自身の方法

にしたがってJ (p. 8)この章句の意義を問う。 すなわち， 予言的な意義は何か。 字

義通りの意味は何か。 magnum sacramentumとは何を指すのか。

3 

ラ・ボナルディ エーJレは第一章「予言的 解釈」 でさきに挙げたDe Genesz'ωntra 

manùhaeos ICつづくものとして，De Genesi ad litteram 1， 1， (1); De Genesi ad litte. 

ram V II I， 5 (10); De Genesi・ad litteram I X， 19 (36); QIωest. 間Hψt. 1， 80・De仰

þtù's et concuþiscenti・a I I ， 4 (12) を挙げる。 このすべてのテキストに 共通して， ア

ウグスチヌスはパウロの証言に基づいてEru nt duo in carne unaがキリストと教会

IC関わる神秘を告げる予言を表わしている，とラ・ボナJレディ エールは言う。 (p. 13)

「との神秘の内容は何であろうか。 予言はいかにして実 現されるのであろうか。

すくなくとも， アウグスチヌスの教会論の四つのテーマが存在し， それに由って，

エペ ソ書5，32のmagnum sacramentumの意味があきらかにされるJo (p. 13) 

とし、う。

A. 受肉のテーマ

B. ケノーシスのテーマ

C. アダムの夢と十字架に おけるキリストの「夢J

D. Christus totusのテーマ

まず， 処女マリ アの胎内に おいて， み言葉と肉とが結合するという婚姻にかかわ

るテー'70 乙のテーマは アウグスチヌスの説教に おいて 詩篇 18，6 : I n  sole posuit 

tabernaculum suum， et ipse， tamquam sponsus procedens de thalamo suo， exsultavit 

sicut gigas ad currendam viamと結びつけられる。 Se仰wnes 187， 4 (4); 192， 2 (2); 

192，3 (3); 194， 4 (4); 195， 3; 372， 1 (2). そしてしばしば アウグスチヌスはこのPs.

18， 6と Gen. 2， 24cを結び合わせている。 乙のテーマは特にノエルの説教としてと

りあ げられ， 典礼にかかわるものであった。 ラ・ボナルディ エーJレはテイコニウス
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の regula primaの影響をここに見ている。(p.16，及び同註41参看)

第二のケノーシスのテーマはすでにDe Genesi・contra manichaeos I I ， 24 (37)にあ

ら われているo Gen. 2， 24abは史的事実としてはアダムに関してい われているが，

そのととの予言的な意味は， 父のみもとを 離れたキリストに関してい われていると

して ， Phil. 2，7と 関連付けている。 後期の著作に おいても同じ引用の仕方を見い

だすことができる。 Contra Faustum X I I， 8;アractatus in 10. Ev. 9， 10; En問Ps.

44， 12など。

第三のテーマはエヴァが アダムから出たように教会はキリストより出たものとす

るもので， アウグスチヌスはすでにやはりDe Genesi contra manichaeos II， 24 (37) 

以来とのテーマ!c親しんでいるが， 乙のテーマは教父の伝統に属する。 乙の伝統的

テーマをJ. Danielou; Sacramentum futur i， Etudes sur les origines de la Typologie 

biblique， éd. Beauchesne， Paris 1950は特にポ アチエのヒラリウスについて分析した。

第四のテーマはキリストは教会の首， 教会はキリストの肢体と使徒パウロが述べ

るもので， 教会の初心者lζ向つてな される教育の主題をなす。乙のテーマとエペソ

書5，31b-32との 関連は『詩篇講 解』に おいて くりかえしあらわれる。 詩篇の中で

語っているのはキリストに 他ならない。 「誰が語るのかJ， I誰の戸を聴 くのか」この

連関で エペソ書 5，31-32 が引かれ， 13回を数え. loquiという語は50凶lこなんな

んとしている。 キリストの名に おいてであれ， その肢体の名に おいてであれ， 語る

のはキリストである。実際キリストと 教会はひとりの人 unus homo p: 他ならない。

パウロはそれを magnum sacramentum と呼んだ。そして乙の主題 una caro， una 

uoxは繰返 される。ラ・ボナルディエールの分析はこの第四のテー7に おいてもっ

ともく わしい。 そしてとこでもテイコニウスの regula prima の影響をみようとす

る。 p.27-28，及び 註 78

乙の四箇の教会論的主題に 共通するものは何か。それはキリストと教会を結びつ

ける神秘的音楽的な譜和， 一致である。 sacramentum magnumとはこの 全面的一

致の秘義を指す。

4 

第二重量 「字義的 解釈」 に おいては結婚の意義が四つの角度から論ぜられる。
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A エペ ソ書5，32の magnum sacrametnumは， 個々の人聞の結婚に適用 されない。

De nuptiis et concsupiscentia 1，21， 23に おいてアウグスチヌスは結婚の価値として ，

proles， fides， sacramentumをあ げている。 し かしそれは， magnum sacramentum 

とは呼ばれない。 Tractatus z'n Io. Eψ9， 10 に おいていう。

「乙の 奥義は大きい。 だがこの大いなる 奥義が花嫁をもっ 個々の人に見出される

などと感違えることのないようにと使徒はつけ加えていうのである。 わが言うと

ころはキリストと教会に おいてなのである， と」。

B し かし 結婚の制度は創造の始め から神が さだめたものである。 マニ教徒の誤 解

に対してエペソ者5，31-32が用いられる。

C ラ・ボナJレディエーlレは結婚 coniugium の三つの価値の三番目sacramentum

con(n)uùii， sacramentum nuptiarum， sacramentum matrimonii と アウグスチヌスが

呼ぶもの， すなわち， 解くことのできぬ関係 (l'ind凶olub出té du lien)を吟味する。

この sarramentumの聖書的根拠はM at. 19， 6h; I Cor. 7. 10-11; Ps. 47， 2h !とある。

このサクラメントは神の国の成員にとって意味をもっている。

D キリストと教会の一致， 男女の婚姻による結合の間にどのような 関係があるの

であろうか， これまで辿られたと乙ろからそとには 象徴の関係は存しない。 (p. 41)

逆にキリストと教会の相互の愛は， 結婚に対して模範と される。

以上から結論 される。 magnum sacramentumと minimum sacramentum (結婚)

とは価値の序列をかたちづくる。 magnum sacramentumは minimum sacramentum 

にとって exemplumとしてあ おがれるべきである。

5 

或る臼，ラ・ボナJレディエール女史はロダンの言葉を 「フランスの聖堂」の 中で

見付ける。

「すこしずつ， ユニテへと入ってゆかれるだろう。 関心の さまざまなつり合いの

中から， 方法は おのずからうまれて乙ょう。 最初， 一瞥したときにそれを分析す

るた めに君の視線がばらばらにする一つ一つの要素はやがて一つのものになり全

体を構成するに到るだろう」。
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ラ・ボナJレディエールはLe Livre de la Sagesse dans l'oeuvre de saint Augustin， 

dans R evue des Etudes Augustz"niennes， 1971， XVII ，  1� 2 でこの言葉を引きつつそ

の方法論をのべている。

「 アウグスチヌスがいかに聖書を知り， 理解していたかをとらえようとするには，

二つの道がひらかれている。 その著作 から 年代を追ってはじ めて， 個々の著作と

聖書との関係を学ぶとと。 聖書の各書そのものからはじ めて， それの， アウグス

チヌスの著作を経過しての遍歴(l'aventure)を学ぶこと。J p. 172 

そして後者を彼女のライフ・ワークとしてえらんだという。 ここに 紹介したエぺ

ソ5，31-32に関する研究もその道筋に沿ってな されたものである。 それは一見職人

的な仕事のようにみえる。 し かしなんという堅固なメチエであろう。 彼 女の裡にあ

る幻を乙の徹底的な分析の奥にひとは見ないであろうか。

William J. Hoye: Actualitas Omnium Actuum. 

Man's Beαtific Vision 01 God αs Apprehended 

by Thomαs Aquz.nas 

Verlag Anton Hain， 1975 
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